
改

正

後

改

正

前

（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
一
条
の
二

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法

人
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
五
条
の
三
第
一

項
第
一
号
リ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

監
査
委
員
会
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
に

関
す
る
事
項

二

前
号
の
職
員
の
理
事
長
及
び
理
事
か
ら
の
独

立
性
に
関
す
る
事
項

三

監
査
委
員
会
の
第
一
号
の
職
員
に
対
す
る
指

示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

四

役
員
（
監
査
委
員
で
あ
る
委
員
を
除
く
。）及

び
職
員
が
監
査
委
員
会
に
報
告
を
す
る
た
め
の

体
制
そ
の
他
の
監
査
委
員
会
へ
の
報
告
に
関
す

る
体
制

五

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な
取
扱
い
を
受
け
な

い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

六

監
査
委
員
の
職
務
の
執
行
（
監
査
委
員
会
の

職
務
の
執
行
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い

て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の
手
続
そ
の

他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用

又
は
債
務
の
処
理
に
係
る
方
針
に
関
す
る
事
項

七

そ
の
他
監
査
委
員
会
の
監
査
が
実
効
的
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

２

法
第
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ヌ
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す

る
。

一

理
事
長
及
び
理
事
の
職
務
の
執
行
が
法
令
に

適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

二

理
事
長
及
び
理
事
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情

報
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
体
制

三

損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他

の
体
制

四

理
事
長
及
び
理
事
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

五

職
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
に
適
合
す
る
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

（
経
営
委
員
会
の
招
集
）

第
一
条
の
三

委
員
長
は
、
経
営
委
員
会
を
、
原
則

と
し
て
、
一
月
に
一
回
招
集
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
議
事
録
等
の
公
表
）

第
一
条
の
四

法
第
五
条
の
七
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
書
類
は
、
法
第
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
事
項
を
議
事
と
す
る
会
議
の
議
事
の

概
要
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
。

（
新
設
）

２

法
第
五
条
の
七
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期

間
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

一

法
第
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

事
項
を
議
事
と
す
る
会
議
の
議
事
録

当
該
会

議
が
開
催
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
間

二

前
項
の
会
議
の
議
事
の
概
要

当
該
議
事
の

概
要
の
内
容
に
つ
い
て
経
営
委
員
会
の
承
認
を

得
る
ま
で
の
間
（
そ
の
公
表
に
よ
り
、
年
金
積

立
金
の
運
用
収
入
の
確
保
又
は
市
場
そ
の
他
民

間
活
動
に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

経
営
委
員
会
が
適
当
と
認
め
て
定
め
る
期
間
）

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
号

公
的
年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律

第
百
五
号
）
第
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
リ
及
び
ヌ
、
第
五
条
の
五
第
二
項
、
第
五
条
の
七
、
第
十
六
条
第
二
項
第
二

号
及
び
第
三
号
、
第
十
七
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
の
二
並
び
に
第
二
十
六
条
第
二
項
並
び
に
年

金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
六
十
六
号
）
第
四
条
及
び
第
六
条
か
ら
第

八
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管

理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十

八
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対

象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対

応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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